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2023年8月13日
ねん がつ にち

年間第19主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

日本の教会は、過去の歴史を心に留め、その体験から謙遜に学び、同じ過ちを繰り返
に ほん きょうかい か こ れき し こころ とど たいけん けんそん まな おな あやま く かえ

すことのないように行動するために、8月6日から15日までを平和旬間と定めています。
こうどう がつむい か にち へい わ じゅんかん さだ

この時期、いつもよりさらに力を込めて、平和の実現のために祈り行動するように呼び
じ き ちから こ へい わ じつげん いの こうどう よ

かけています。

マタイ福音はパンを増やす奇跡に伴う驚きと喧噪のやまない興奮状態の直後に、イ
ふくいん ふ き せき ともな おどろ けんそう こうふんじょうたい ちょく ご

エスが一人山に登って祈られたことを記しています。わたしたちは、特に感情が高ぶっ
ひと り やま のぼ いの しる とく かんじょう たか

ているときには、どうしてもその感情にとらわれて、思いと行いが先走ってしまう誘惑
かんじょう おも おこな さきばし ゆうわく

の中で生きています。平和を求める願いも、なかなかそれが実現しないどころか、全く
なか い へい わ もと ねが じつげん まった

反対に平和をないがしろにするように現実を目の当たりにするとき、どうしても心は高
はんたい へい わ げんじつ ま あ こころ たか

ぶり、感情と行動が先走ってしまうこともあります。思いが強ければ強いほど、この現実
かんじょう こうどう さきばし おも つよ つよ げんじつ

を目の当たりにすれば、当然の心の動きだと思います。
ま あ とうぜん こころ うご おも

しかしそんなときでも、イエスは、心の高ぶりから離れ、一人落ち着いて祈りのうちに振
こころ たか はな ひと り お つ いの ふ

り返ることの大切さを教えています。
かえ たいせつ おし

平和旬間は、もちろん、現実の世界の中で次々と起こるいのちに対する暴力的な出来事
へい わ じゅんかん げんじつ せ かい なか つぎつぎ お たい ぼうりょくてき で き ごと

を学び、それに対抗して行動するための重要な時期でもありますが、同時に、それが教会
まな たいこう こうどう じゅうよう じ き どう じ きょうかい

が定めた時期なのですから、祈りのうちに平和を願い黙想し振り返ることも忘れてはい
さだ じ き いの へい わ ねが もくそう ふ かえ わす

けません。一つの体に様々な役割の部分があるように、キリストの体にも様々な部分
ひと からだ さまざま やくわり ぶ ぶん からだ さまざま ぶ ぶん

があります。平和を求める願いも、具体的な行動でそれを示そうとする人もいれば、祈
へい わ もと ねが ぐ たいてき こうどう しめ ひと いの

りを持ってそれを実現しようとする人もいる。それぞれにふさわしい方法で、この平和
も じつげん ひと ほうほう へい わ

旬間を過ごしていただければと思います。
じゅんかん す おも

戦争は自然災害のように避けることのできない自然現象なのではなく、まさしく教皇
せんそう し ぜんさいがい さ し ぜんげんしょう きょうこう

ヨハネ・パウロ二世が広島で指摘されたように、「戦争は人間のしわざ」であり、「人類
に せい ひろしま し てき せんそう にんげん じんるい
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は、自己破壊という運命のもとにあるものでは」ないからこそ、その悲劇を人間は自ら
じ こ は かい うんめい ひ げき にんげん みずか

の力で避けることが可能です。暴力が世界を席巻し、いのちを守るためには暴力で対抗
ちから さ か のう ぼうりょく せ かい せっけん まも ぼうりょく たいこう

することも肯定するような風潮の中、わたしたちは神から与えられた賜物であるいのち
こうてい ふうちょう なか かみ あた たまもの

を守り抜くものとして、あらためて「戦争は死です」と声を上げたいと思います。
まも ぬ せんそう し こえ あ おも


